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「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
豊
か
な
人
問
教
育
」
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

昨
年
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
各
団
の
、
地
域

に
根
差
し
た
活
動
は
子
供
の
教
育
、
健
康
な
心
身
の

育
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

体
育
館
に
ひ
び
く
「
メ
ー
ン
」
の
声
（
北
棋
島
小
学
校
体
育
館
で
）

一
般
会
計

予
算
総
額
は

4
2
8
億
5
9
2
4
万
円
に

（
仮
）
南
宇
治
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
開
設
、
J
R
六
地
蔵
駅
前
第
2
駐
輪
場
設
置
な
ど

　
宇
治
市
議
全
八
月
定
例
心
一
は
、

六
月
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

の
土
〈
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
一
般
心
一

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
と
老

人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）
、
そ
し
て
条
例

の
一
部
改
正
が
六
議
案
'
４
［
石

せ
て
八
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
景
気

対
策
事
業
や
週
休
二
日
制
実
施

に
必
要
な
事
芙
費
を
中
心
に
計

6月定例会

上
さ
れ
て
お
り
、
補
正
額
は
二

億
九
士
ハ
亘
♀
万
円
。
補
正

後
の
予
算
総
額
は
四
百
二
十
八

億
五
千
九
百
二
十
四
万
円
と
な

り
ま
す
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
加

偕
晨
本
部
長
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ

や
野
外
活
動
を
通
じ
て
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
ろ
シ
と
昭
和
四

十
二
年
十
月
に
発
足
。
現
在
本
部

に
は
五
十
で
団
が
登
録
さ
れ
、
団

員
約
二
千
〈
、
指
導
者
約
三
甲
〈

に
な
り
ま
す
。

　
本
部
に
は
、
専
門
部
心
一
と
種
目

部
心
一
が
あ
り
、
専
門
部
会
に
は
指

導
者
研
修
部
会
、
母
集
団
育
成
部

心
一
、
企
画
広
報
部
会
、
リ
ー
ダ
ー

育
成
部
会
が
あ
り
ま
す
。

　
種
目
部
会
は
、
剣
道
、
サ
ヱ

１
ヽ
少
林
泉
法
ヽ
体
操
ヽ
空
手
ヽ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
、

野
球
の
八
部
会
が
あ
っ
て
指
導
者

や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
活
動
し
て
い
ま
ず
。

　
今
回
は
、
北
辰
館
剣
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
訪
ね
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

続
け
る
こ
と
が
肝
心

　
北
辰
館
創
心
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
代
表
者
、
宇
田
辰
雄
さ
ん
（
四
一
）

は
昭
胡
八
十
二
年
か
ら
指
導
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
子
供
が
剣
道
を
習
う
良
さ
と

い
う
の
は
Ｉ

　
　
「
第
一
に
健
康
な
体
づ
く
り
と

い
う
こ
と
で
ｙ
ね
。
こ
れ
は
剣
道

に
限
ら
す
、
す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
φ
ｊ
″
・
φ

４

▽
東
宇
治
中
学
校
大
規
模
改
造

　
事
業
費
の
追
加
に
五
千
五
百

　
万
円
。

▽
小
倉
双
葉
園
保
育
所
大
規
模

　
修
繕
事
業
に
八
千
万
円
。

▽
源
氏
物
語
散
策
の
道
整
備
事

　
業
費
の
追
加
に
二
千
百
万
円
。

▽
㈹
南
宇
治
行
政
サ
ー
ピ
ス
コ

　
ー
ナ
ー
開
設
に
九
百
七
十
万

　
円
。

▽
一
般
可
燃
ご
み
収
集
車
両
等

　
購
入
費
の
追
加
に
二
千
万
円
。

▽
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
前
第
二
自
転

　
車
等
駐
車
場
設
置
事
業
に
二

　
千
亘
二
十
五
万
円
。

んさ雄辰田宇

に
い
え
る
の
で
は
。
剣
道
に
関
し

て
言
え
ば
、
暑
い
夏
も
剣
道
着
、

防
具
か
器
け
、
寒
い
冬
も
は
だ
し

で
や
っ
て
い
る
の
で
体
が
丈
夫
に

な
り
ま
す
よ
。
よ
そ
の
学
校
の
子

ど
も
た
ち
と
会
う
機
会
も
多
い
の

で
、
視
野
も
広
が
り
ま
す
」

　
↓
蘆
に
教
え
る
こ
と
の
苦
労

は
あ
り
ま
せ
ん
か
Ｉ

　
　
「
苦
労
よ
昨
も
楽
し
み
の
方
が

多
い
で
す
ね
。
大
声
を
出
し
て
、

子
供
と
一
緒
に
な
っ
て
ス
ト
レ
ス

を
発
散
し
て
い
ま
す
」

　
Ｉ
何
か
問
題
は
な
い
ぶ
ふ
Ｉ

　
　
「
最
近
の
小
学
生
は
、
高
学
年

に
な
る
と
塾
に
行
ぐ
の
で
や
め
て

Ｌ
乖
つ
こ
と
が
多
い
。
少
し
で
も

多
く
の
子
供
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
続

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　
-
m
に
こ
Ｔ

　
　
「
最
近
は
サ
ヱ

集
ま
っ
て
い
求
か
、
剣
道
に
は

剣
道
に
し
ぶ
な
い
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
少
し
で
も
多
く
の
子
供
に
、

自
分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
見
付

け
て
ほ
し
い
ぶ
ぬ
。
そ
れ
が
剣

道
な
ら
一
番
で
す
け
ど
（
笑
）
。
心

μ
沌
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
続
け
る
と

言
う
こ
と
が
大
事
で
す
ね
」

　
続
け
る
こ
と
が
大
切
と
、
何
度

も
言
わ
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

Ｑ

体
が
丈
夫
に
な
っ
た
よ

　
約
一
時
間
の
練
習
か
終
え
、
汗

び
っ
し
″
り
の
小
学
三
年
生
二
人

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
　
「
瞑
れ
る
け
ど
楽
し
い
し
、
新

し
い
友
達
も
で
き
た
」
と
城
米
浩

和
君
。
間
近
に
迫
っ
た
試
合
の
こ

Ｊ四斑心君皿

と
を
聞
く
と
、
「
初
め
て
の
試
合

な
の
で
シ
れ
し
い
。
相
手
に
負
け

な
い
大
き
な
声
夕
田
し
て
前
に
出

て
い
曝
ま
す
」
と
頼
も
し
い
言
葉

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
樋
口
竜
矢
君
は
、
「
練
習
は
し

ん
ど
い
け
ど
楽
し
い
し
、
体
も
丈

夫
に
な
っ
た
。
去
年
試
合
に
出
た

と
き
は
、
同
じ
二
年
生
に
は
勝
っ

た
け
ど
四
年
生
に
は
負
け
た
の
で

今
年
は
が
ん
ば
る
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　
二
人
と
血
収
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
元
気
よ
く
話
し
て
ぐ
れ

ま
し
た
。
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
は
練

習
や
試
合
だ
け
で
な
く
、
野
外
活

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化

襲
落
動
な
ぐ
県
婁
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
八
月
に
は
、
団
設
立
二
十

五
周
年
の
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
三
十
九
人
が
友
好
都
市
で
あ

る
中
国
咸
陽
市
を
訪
問
。
今
年
三

月
に
は
咸
陽
市
か
ら
少
年
武
術
団

が
訪
問
し
交
流
会
を
開
く
な
ど
国

際
交
流
の
活
動
も
盛
ん
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
入
団
は

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
第
四
面
に
各
団
の
名
簿
を
載

せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
入
団
な
ど

に
関
す
る
お
問
い
＜
Ｉ
１
Ｃ
＼
は
、
各

団
の
連
絡
先
か
、
市
民
体
育
課
（
Ｓ

内
線
2
6
2
2
）
ま
で
。

会流交ツーポ
３
こ器育体市陽咸

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

再
生
紙
を
使
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て
い
ま
す
Ｉ
限
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源
を
大
切
に
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閲行発日2
1

月
｛
り

り年に
り
成平ぐ年9 31 9

1
0
　
ヽ
し
に
ち
　
　
や
な
ま
に
な

約
は
　
・
術
絶
　
識
々
い
題
ん

で
者
ず
話
を
　
知
様
て
問
ど

国
害
は
な
後
　
　
い
ど
け
境
ら

全
被
た
み
が
　
し
な
付
環
な

｀
　
゜
つ
巧
劇
　
正
催
け
る
と

は
た
か
や
悲
　
に
開
受
す
こ

人
し
な
葉
う
　
ん
必
を
と
る

た
ま
い
言
い
　
　
さ
座
談
め
す

っ
り
て
い
と
　
皆
講
相
ヒ
関
　
・

遭
上
つ
せ
る
　
　
の
　
ヽ
活
は
に
い

に
も
思
の
れ
　
民
め
生
を
活
さ

害
に
は
者
わ
　
市
た
費
進
生
だ

被
円
と
業
奪
　
　
｀
く
消
推
費
く

の
億
る
な
を
　
は
だ
　
｀
の
消
談

法
0
0
れ
質
．
産
　
　
で
た
か
ル
　
・
相

商
1
6
さ
悪
財
　
室
い
ほ
ク
す
ご

徳
約
ま
　
ヽ
な
　
談
て
る
イ
ま
に

悪
は
だ
は
切
　
相
け
い
サ
い
軽

に
額
が
に
大
　
活
付
て
り
で
気

年
害
分
実
　
ヽ
　
生
に
つ
　
ヽ
ん
　
ヽ

４
被
自
現
れ
　
・
費
身
行
た
組
も

成
　
・
か
　
ヽ
さ
ん
消
を
を
ま
り
で

平
人
さ
し
わ
せ
市
報
業
　
・
取
と

　
万
ま
か
惑
ま
　
情
事
す
も
こ

宇治市消費者

フォーラム

10：00～16：00

宇治市産業会館
―
者
　
が
く
大
る

館
費
　
り
し
が
き

会
消
　
と
正
と
で

業
市
　
　
ひ
　
ヽ
こ
に

産
治
　
人
え
る
分

　
ヽ
宇
　
　
一
ら
け
自

に
ｒ
・
ち
と
掛
　
ヽ

時
に
　
た
て
心
し

４
マ
　
私
し
を
加

後
「
　
　
ヽ
と
活
参
・

午
テ
　
・
は
題
生
に
か

ゝ
を
す
に
問
い
ム
ん

時
ｊ
ま
め
の
し
ラ
せ

1
0
境
き
た
身
さ
一
ま

前
環
開
る
自
や
・
オ
み

午
と
を
守
分
に
フ
て

卸
し
Ｉ
を
自
球
の
め

日
ら
ム
境
を
地
こ
始

４
く
ラ
環
題
　
ヽ
・
ら

月
ｒ
　
一
球
問
し
す
か

７
で
オ
地
境
解
で
と

　
階
フ
　
環
理
切
こ

．
【
午
前
1
0
時
～
正
午
一

★
映
画
・
紙
芝
居
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

【
午
後
１
時
～
３
時
】

★
講
演
会
「
く
ら
し
か
ら
み
た
環
境
問
題
」

　
　
京
都
大
学
助
教
授
・
植
田
和
弘
さ
ん

　
【
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
】

★
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
　
牛
活
排
水
、
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン

　
　
タ
ー
、
ご
み
問
題
な
ど

★
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

　
　
ま
だ
ま
だ
使
え
る
粗
大
ご
み
を
展
示

　
　
（
希
望
者
に
抽
選
で
お
分
け
し
ま
す
）

★
子
ど
も
手
作
り
コ
ー
ナ
ー

　
．
ト
レ
ー
の
飛
行
機
作
り
．
な
る
べ
く

　
　
長
い
ト
レ
と
丁
三
枚
の
持
参
を

★
来
場
者
に
は
、
花
の
苗
、
環
境
グ
ッ
ズ

　
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

０Ｉ
り
乙

を意注ご－－－－
一個●●●●・一ａｅ・・・ゆ一い・１一一１

●
一

4
年
度

消
費
生
活
相
談
か
ら

　
市
役
所
の
消
費
生
活
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ

は
、
毎
年
約
三
百
件
。
平
成
四
年
度
に
も
二
百
九
十
九
件
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
内
容
は
多
種
多
様
で
す
が
、
ト
ッ
プ
は
電
話
機
の
訪
問

販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
。
同
じ
く
訪
問
販
売
に
よ
る
羽
毛
布
団
・
学

習
教
材
な
ど
が
、
そ
れ
に
続
い
て
い
ま
ず
。
訪
問
販
売
以
外
で
は
、

電
話
勧
誘
に
よ
る
資
格
商
法
な
ど
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。
―
上

　
今
回
は
、
昨
年
度
の
相
談
の
中
か
ら
代
表
的
な
事
例
を
い
く
つ
か

挙
げ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な

く
、
い
つ
自
分
が
被
害
者
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
問
題
で
す
。

市
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

制
度
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
、
あ
な
た
も
ご
注
意
を
。

事
例
1
　
電
話
機

ｅ一・

一一ｆ考や`”｝一万１一
″

－
Ｊ一ｙ

ま
た
一
方
で
、
業
者
に
も
、
問
題
　

１

八
洲
い
凌
玄
肖
。
一

相
談
内
容

昨
日
、
二
に
へ
刀
セ
ー
ル
ス
マ
ン

＠φ＠１１・
●
・

●
・

相
談
室
で
は
、
本
人
に
対
し
、
す

ぐ
に
業
者
と
信
販
会
社
に
そ
の
手

続
き
忿
ｙ
る
ぷ
つ
ア
ド
バ
イ
ス
。

上手に

利用を

ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ

　
ク
ト
リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
は
、

訪
問
販
売
で
商
品
な
ど
を
購
入

し
た
と
き
、
そ
れ
が
本
当
に
必

要
か
ご
ｚ
７
頭
を
冷
や
し
て

考
え
直
す
』
期
間
を
設
け
、
そ
の

期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
に
解

約
で
き
る
と
い
う
制
度
。
次
の

点
に
気
か
付
け
て
、
上
手
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
は

　
８
日
間
（
マ
ル
チ
商
法
の
場

　
合
は
1
4
日
間
）
で
す
。

■
販
売
業
者
に
対
す
る
解
約
通

　
知
は
書
面
で
行
り
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
（
下
記
参
照
）
。

■
次
の
場
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ｒ
■
　
○
　
・
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
ん
①
消
耗
品
牽
目
分
の
意
思
で
使

っ
た
場
合
（
化
哲
哭
殺
虫
・

③
訪
問
販
売
法
に
指
定
さ
れ
て

　
い
な
い
商
品
・
役
務
・
権
利

　
　
（
指
定
さ
れ
て
い
て
も
乗
用

　
自
動
車
は
で
章
ま
せ
ん
）

　
す
　
で
　
実
と
｀
合
働
場
Ｉ
の
四
入
証
　
容
雛　

１
商
知
ぐ
通
　
約
　
解
　
※

矢
な
し
ｔ
・
　
　
－
　
裂
毎
長
俘
）
　
　
　
Ｏ
Ｏ
市
Ｏ
Ｏ
認
０
７
１
８
Ｕ

０
　
耶
Ｈ
回
回
回
訓
９
　
喬
。
宍
　
　
　
代
表
取
心
い
○
○
○
○
殿

換
え
、
契
約
も
解
除
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
‐
　
－
　
－
　
－
－
　
－
　
Ｉ
　
Ｉ
｀

車
は
で
堂
笹
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
契
約
解
除
通
知
書

　
　
平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日
付
け
で
、
貴
社
（
販
膏
貝
○
○

　
○
○
氏
）
と
私
と
の
間
で
締
結
し
ま
し
た
「
商
・
｀
名
」
金

　
○
○
、
○
○
○
円
の
購
入
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

　
　
つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
契
約
に
際
し
て
支
払
い
ま
し
た
頭

　
今
○
、
○
○
○
円
以
、
○
○
銀
行
○
○
支
店
（
普
涌
預
金
）
ロ

　
座
番
号
○
○
○
○
へ
振
Ｉ
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
。

　
　
な
お
、
当
万
が
保
管
し
て
い
石
商
品
は
、
右
の
支
払
金
返

　
還
後
、
早
急
に
お
引
き
取
？
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
内
容
証
明
書
用
紙

　
平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日

　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
○
○
市
○
○
町
○
丁
目
○
番
地
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
○
太
郎
　
図

　
Ｏ
Ｏ
市
○
○
町
○
丁
目
○
番
地

　
　
　
　
　
　
　
○
○
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
○
○
○
○
殿

　
－
－
Ｉ
Ｉ

リサイクル情報

センター

謐
科
事
典
、
英
会
話
セ
″
ト
、
旅

行
用
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
洋
裁
用

・
2
5
イ
ン
チ
）
、
扇
風
機
、
ト

ー
ス
タ
ー
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

゛
¨
一
　

一
一
鸚
匹

」

～
者
ル

ル
ル

。
。
。
・
。
。
一
匹
匹
。

＋

　
t
.
　
ｔ
ｉ
～
。
言
言
三
一
に
｝
¨
・
¨
　
s
ｉ
i
i

暮
ら
し
の
情
報

消
費
生
活
相
談
室
か
ら

脳
製
…
…
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φ
・一一

馨働●
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畢
・

―
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Ｉ
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Ｊ
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Ｉ
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Ｋ
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くらしと環境

7月4日

(日)

8月31日まで開設



こんな手口にご注

意を

号Ｑ
）
ｑ
）
Ｑ
Ｊ
第

か
突
か
球
て
‘
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
方
か

ら
来
ま
し
た
。
お
宅
は
ま
だ
黒
電

話
で
す
ね
、
黒
電
話
は
■
Ｏ
'
ｒ
＋
-
ぐ

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
今
な
ら
工

事
＊
i
;
が
ｎ
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
多
機
能
電
話
機
に
交
換
し
て

く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
う
の
瓦
用
し
て

一
顎
に
印
瓦
Ｕ
、
そ
の
場
で
取

り
付
け
も
終
わ
っ
た
。
後
で
大
政

を
ゆ
っ
く
り
見
た
と
こ
ろ
、
契
約

し
た
会
社
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
な
く
、

霧
も
総
餌
二
十
吾
円
と
衰

で
び
っ
く
り
し
て
い
る
。
解
約
し

た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
（
小
倉
町
〇
・
Ｋ
）

　
結
果

　
こ
の
ぷ
つ
に
公
的
機
関
な
ど
の

名
前
夕
便
っ
で
信
用
さ
せ
る
商
法

を
「
か
た
り
商
法
」
と
い
い
乖
ｙ
。

今
回
被
害
に
｀
お
れ
た
の
は
お
年

寄
り
で
し
た
。

　
相
談
が
あ
っ
た
の
が
ク
ー
リ
ン

グ
ー
オ
フ
期
間
内
だ
っ
た
の
で
、

一一一馨一一一一●

【
事
例
2
】
学
習
教
材

　
相
談
内
容

　
半
月
前
に
、
学
習
教
材
の
セ

ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
電
話
が
あ
り
。

　
「
お
宅
に
中
学
一
年
生
の
息
子
さ

ん
が
お
ら
れ
ま
す
ね
。
当
社
の
教

材
は
学
校
の
教
科
書
に
沿
っ
た
内

容
で
、
と
て
も
評
判
が
い
い
ん
で

す
。
明
日
伺
い
ま
す
の
で
話
だ
け

で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
話
だ
け
な
ら
と
思
い
了
解
し

た
。

　
翌
日
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
や
っ
て

来
て
、
「
こ
れ
さ
え
や
っ
て
い
れ

ば
塾
に
行
く
必
要
な
な
く
、
必
不

成
績
ひ
上
が
る
」
と
説
明
す
る
の

で
、
＝
軍
分
三
十
五
万
円
で
契
約

し
た
。

　
十
日
後
に
教
材
が
送
ら
れ
て
き

た
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
二
つ
に
ぎ

っ
し
り
と
入
っ
て
お
り
、
そ
の
多

さ
に
息
子
は
や
る
気
を
な
く
し
て

し
ま
っ
た
。
ま
た
、
教
科
書
に
沿

っ
た
内
容
に
ひ
な
っ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
て
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ

フ
を
申
し
入
れ
た
が
、
契
約
か
ら

八
日
以
上
経
過
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
断
ら
Ｈ
ｊ
Ｊ
°
ど
う
し
た
ら

市
消
費
生
活
相
談
室
に
は
専
門
の
相
談
員
が
い
て
、
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
は
、
電
話
で
も
来
庁
で
も
気
軽
に
ご
相
談
を
。

よ
い
か
。
（
木
幡
Ｈ
・
・
Ｋ
）

　
結
果

　
相
談
室
で
は
、
「
勧
誘
時
は
現

物
舎
曼
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の

で
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
葉
之
信

用
し
て
契
約
し
た
。
し
か
し
、
送

ら
れ
て
き
た
商
品
は
思
っ
て
い
た

も
の
と
は
違
う
も
の
だ
っ
た
。

最
初
に
商
品
か
見
せ
て
も
ら
っ
て

被害に遭わないために

い
れ
ば
契
約
は
し
な
か
っ
た
」
と

い
っ
た
こ
と
か
丙
容
証
明
郵
便
に

書
い
て
送
付
す
る
ぷ
c
＾
'
Ｍ
人
に

ア
ド
バ
イ
ス
。

　
ま
た
、
業
者
へ
は
、
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
の
問
題
点
や
、
商
品
の
到

首
が
八
日
目
以
降
に
な
っ
て
い
る

の
で
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の
検
討

が
十
分
１
屁
い
点
な
ど
を
つ
き
、

無
条
件
解
約
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
当
初
、
業
者
は
十
分
説
明
の
う

え
納
得
し
て
も
ら
っ
て
契
約
し
た

‥
の
で
、
解
約
に
は
応
じ
β
れ
な
い

一・―・一一Ｉ・・・・

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
数
回
の

話
に
Ｘ
品
の
後
、
非
を
認
め
、
無

条
件
解
約
に
５
じ
ま
し
た
。

は
仙
人
ご
と
に
過
が
ま
せ
ん
。
自

分
な
り
に
事
例
の
問
題
点
か
穏
討

一
●
一一一一一一・

嚇
一一一・

―
・

参
一・・

参摯
一
φ
・・一一・

１

も
か
か
わ
ら
ず
、
長
時
間
に
わ
た

っ
て
勧
誘
し
、
了
解
し
な
ぐ
て
は

な
ら
な
い
よ
シ
な
状
況
に
持
ち
込

ん
だ
も
の
で
、
勧
誘
方
法
が
通
常

忿
怨
Ｕ
て
お
り
、
社
会
的
に
認

め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
相
談
室
で
は
本
人
に
、
こ
れ
ら

の
問
題
点
を
内
容
証
明
郵
便
に
書

き
、
解
約
を
通
知
す
る
ぶ
っ
ア
ド

バ
イ
ス
。
そ
の
後
、
業
者
か
ら
の

連
絡
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
て
こ
そ
、
発
見
が
あ
り
、
ま
さ

た
知
恵
を
学
び
取
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
ｙ
。

　
皆
さ
ん
も
、
悪
質
な
商
法
の
被

害
者
に
な
っ
た
り
、
後
悔
す
る
よ

.
C
＼
Ｈ
契
約
を
し
た
り
す
る
こ
と
の

な
い
ぷ
コ
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
参

考
に
、
今
一
度
、
家
族
で
話
趾
つ

っ
て
み
て
ぐ
だ
さ
い
。

1
人
で
決
め
ず
に
相
談
を

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
”

　
悪
徳
商
法
の
手
口
は
毎
年
、
手
を
替
え
品

を
替
え
て
、
ま
す
ま
す
巧
妙
に
な
っ
て
き
て
Ｉ

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
う
し
た
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い

＾
J
-
C
'
-
Ｈ
ど
乃
よ
う
に
し
た
ら
よ
ｆ

O

.
ｒ
v
'
　
一

　
こ
う
し
た
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
か
、

市
消
費
生
活
相
談
室
の
今
久
保
智
子
相
談
員

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
ｋ
’
Ｖ

"
　
^
:
　
　
:
B
貝

　
　
　
談

　
　
　
相

　
　
　
子

　
　
　
智

　
　
　
保

　
　
　
久

　
　
　
今

　
ｙ
一

　
‥

　
］

　
・
‥

　
］

…
％

　
被
害
に
遭
っ
た
人
は
ほ
と
ん
ど

が
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
信
用
し
、

自
分
一
人
で
決
め
、
そ
の
場
で
契

約
を
し
て
い
卓
子
。
い
く
ら
つ
ま

い
話
で
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
契
約
を

急
が
芦
れ
て
も
、
一
人
で
決
め
ず
、

契
約
は
家
族
や
知
人
に
相
談
し
て

か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
訪
問

　
夕
受
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
名
前

　
と
用
件
夕
聞
き
、
い
ら
な
い
と
き

　
は
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
『
話
だ
け
で
も
聞
い
て
や
る
コ
』

　
は
禁
物
で
す
。
聞
意
男
る
と
、

　
相
手
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ
、

　
契
約
せ
ざ
る
奎
蒋
な
い
こ
と
に
な

‘
つ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
世
の
中
に
そ
ん
な
に
う
ま
い
話

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一
、
契
約
し

　
た
後
で
お
か
し
い
と
か
、
解
約
し

　
た
い
ど
か
思
っ
た
と
き
は
、
気
軽

　
に
市
役
所
の
消
費
牛
顎
一
相
談
室
に

　
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
訪
問

　
販
売
だ
け
で
な
く
、
商
品
に
対
す

　
る
苦
情
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ

　
ブ
ル
な
ぐ
昌
ぴ
付
け
て
い
ま
ず

　
の
で
、
ご
相
談
鴛

∩
』

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
阻
そ

眠
っ
て
い
る
も
の
か
肴
効
に
利

用
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
リ
サ

イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
未
了
。

　
開
設
期
間
は
八
月
三
十
一
日

固
ま
で
。
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
、

譲
匯
た
い
も
の
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
登
録
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
六
月
十
日
現
在
、
登
録
さ
れ

て
い
る
主
な
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　
【
譲
っ
て
ほ
し
い
】

　
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
げ

た
箱
、
簡
易
べ
″
ド
、
ソ
フ
″

Ｉ
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
（
1
4
・
1
6

M
Ｖ
-
Ｍ
Ｓ
Ｖ

Ｓ
Ｊ
Ｓ
Ｊ
Ｍ
　
一
ノ
イ
ロ

ン
、
家
庭
用
自
動
パ
ン
焼
き
器
、

布
団
乾
燥
機
、
ス
テ
レ
オ
、
電

子
レ
ン
ジ
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、

｛
孚
ピ
ア
ノ
、
ピ
ア
ノ
、
バ
ン

ジ
ョ
ー
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
ド
ラ

ム
セ
″
ト
、
子
供
用
ブ
ラ
ン
コ
、

す
べ
１
　
Ｒ
自
転
車
（
大
人
用
、

子
供
用
）
、
三
輪
車
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
Ａ
型
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、

チ
ャ
イ
ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト
、
ベ

ビ
上
ブ
ッ
ク
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

子
供
用
ス
キ
ー
用
品
、
テ
ニ
ス

ラ
ケ
″
ト
（
硬
式
）
、
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
、
電
気
も
ち
つ
き
機
、
百

表
凶
芒
勲
荷
μ
奮
ロ
七
’
．
ト

犬
小
屋
、
ビ
デ
オ
デ
″
キ
、
ワ

ー
プ
ロ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
体
重
計

　
｛
譲
り
ま
す
｝

　
ベ
ッ
ド
（
シ
ン
グ
ル
、
ダ
ブ

ル
）
、
べ
″
ド
マ
ッ
ト
、
電
気

掃
除
機
、
ス
テ
レ
オ
ス
ピ
ー
カ

ー
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、
歩
行

器
、
’
お
ま
る
、
す
べ
り
台
、
油

絵
セ
″
ト
、
痩
（
そ
う
）
身
器

具
、
学
習
机
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
ッ

グ
、
食
卓
い
す
、
ハ
ン
デ
ィ
シ

ャ
ワ
ー
、
食
器
乾
燥
機
、
洗
濯

機
（
二
槽
式
）
、
冷
蔵
庫
、
ベ
ピ

ー
バ
ス

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー

消
費
者
コ
ー
ナ

ー

　
最
近
で
は
、
耳
慣
れ
た
言
葉

と
な
っ
た
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
１

ど
ん
な
意
味
忿
持
つ
言
葉
だ
か

ご
存
じ
で
す
か
？

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
「
循
環

さ
せ
る
」
「
一
度
使
っ
た
も
の

を
再
利
用
す
る
」
と
い
う
四
祓

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
た
だ

回
収
す
る
だ
け
で
再
利
用
し
な

い
の
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
は

言
え
な
い
の
で
す
。

　
今
回
は
、
最
も
リ
サ
イ
ク
ル

が
進
ん
で
い
る
紙
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
回
収
だ
け
で
な
く

　
再
生
紙
の
利
用
を

　
新
聞
紙
か
括
て
て
に
￥
夥
ず

に
古
紙
回
収
に
出
す
こ
と
は
、

も
ち
ろ
ん
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
一

環
と
な
る
こ
と
で
す
。

　
１
　
示
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
そ

れ
だ
け
で
成
り
立
つ
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
紙
を
使
う
↓

使
っ
た
紙
を
回
収
す
る
↓
ま
た

新
し
い
紙
を
作
る
↓
再
生
紙
を

僅
コ
」
と
い
う
流
れ
が
輪
に
な

っ
て
こ
そ
、
成
り
立
つ
も
の
な

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
回
収
だ

け
で
な
ぐ
、
再
生
紙
を
使
う
こ

と
に
も
、
も
っ
と
力
を
入
れ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
で
も
、
例
え
ば
こ
の
市
政

だ
よ
り
に
再
生
紙
か
莉
用
す
る

な
ど
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
か
違

使ってこそ

リサイクル

め
て
い
未
了
。
皆
さ
ん
も
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
の

付
い
た
製
品
を

　
再
生
紙
が
倣
り
れ
て
い
る
代

表
的
な
も
の
は
、
新
聞
紙
、
週

刊
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
包
装
紙
、

コ
ピ
ー
用
紙
、
ト
イ
レ
″
ト
ペ

ー
パ
ー
な
ぺ
こ
れ
ら
の
ラ
ち

消
費
者
が
選
択
で
き
る
の
は
、

コ
ピ
ー
用
紙
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
な
ど
で
す
。

　
再
生
紙
か
使
っ
た
製
品
に
は
、

左
の
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
未
了
の
で
、
商
品
夕
選
ぶ

と
き
の
目
安
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
物
を
買
う
と
き
に
は
、
安
さ

や
知
名
度
だ
け
で
な
ぐ
、
環
境

問
題
に
も
心
を
配
S
i
た
い
も
の

で
す
。＆
一
　
作

※
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
は
、
再

　
生
紙
か
便
つ
た
製
品
に
表
示

　
さ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
。
学
校

　
１
　
居
会
、
町
内
会
な
ど
で

　
こ
の
マ
ー
ク
タ
集
め
る
と
、

　
苗
木
や
草
花
、
球
根
な
芦
と

　
交
換
で
瞰
零
す
。

　
　
詳
し
ぐ
は
㈲
古
紙
再
生
促

　
進
セ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
マ
ー

　
ク
実
行
委
員
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事
務
局
（
〒

　
1
0
4
東
京
都
中
央
区
銀
座
2
1

　
1
6
－
ｐ
一
銀
座
大
塚
ビ
ル
、
豊

　
０
３
・
3
5
4
3
一
１
４
７

　
０
）
へ
問
い
合
わ
せ
欠

ＩＩ
ｎ
乙

一
櫛
巻・φ一φ一φ一一一一一一一一一ｅ一一一ｅ一一一一一一一一

｝
一一一一

φ
１

一●ｅ一●一●・一一働―・蓼一一●一蓼一孝・●一・希一一・ｅ

一一ｓ一一
轡
一一一

馨
一一一一

φ
一ｅ

●１●
・一

４
一
番●

一
φ
一

●
一一一・

１
・

●
・

馨
一
●
ｅ一一

番●

一一
１

一一一一
●
一一

馨馨
一
●
・

●・●
一一

●・●
一一

ｅ
一
●●●・

一一
●・●●

一一ｅ一ｅ・ｅｅ一一ｅ
φ

ｅｅ一
ゆ

一・・
φゆ

・・
ゆ
ｅ
φ

一ｅｅｅ
φ
一
巻
一ｅ・ 一一一ｓ●・・ｅ一●一●一一●●一●・●ｅ●一一●一●ｅ一●ｅ一ｅ一●・一一｝一Ｉ・一一●一参一ｅ・い一一一参一

φ●
一一ｅ一一

嗜
一一

馨
一
φ
一
●
一
●
・ｅ一一一

●φ
一
●
一
●
一ｓ一

番●●
一一一・

鋤
一一一一ｅ

＠
一
｝＠

一一ｅｅ
馨
一一
●
一一
鋤
一一

｝
一一一

１
・・
１φ

一
１φ１

一
争
一
参
一一一一一

ｅφφ
一一一

ｅ
一
●ｅ
一
●
一一一一一一一一一一一一一一

｝
一一

・・φ
一
豪
一一

φ
一
ａ・ｓｓ

一一

一
一
一
－
一
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
一
一
一
一
－
－
一
一
一
一
一
一
Ｉ
争
一
一
一
一
一
一
ｉ
Ｉ
Ｉ
一
一
－
一
－
一
一
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Φ
一
Ｉ
Ｉ
－
一
1
1
1
1
1
1
一
一
Ｉ

｀
欄
響
－
畷
幽

冶
し

市消費生活相談員に，

聞きました　

一
　
　
　
　
　
‘
　
　
：
ゝ
。
’
・
・
’
‐
‐
～
’
　
　
　
　
、
‐
Ｓ
ｔ
ｉ
χ
Ｓ
．
１
、
’
１
４
‐
ｘ
ｉ
１
　
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
・
４

　
　
　
ノ
　
　
　
　

こ
～
…
…
…
…
・
｝
｛
羅
　
レ

ー
　
　
　
　
　
　
　
・
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

…
…
…
｛
い
Ｉ

　
　
　
　
　
゛
’

一

八

…

…
…
…
｝
…
…

一
’

一
　
　
　
　
。
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
し
ノ
バ
　
…
…
…
い
‘
’
］
’
］
｝
心
゛
記
一
一
・
”

ｙ
　
　
　
　
”
　
‘
’
ミ
’
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
ご

ノ
｛
｛
。
ぬ
｛

　
…
…
…
｝
　
…
…
…
一
｀

い
い
』
』
¨

¨

⊃
｀
　
　
　

之

’
　
　
　

ｙ
／
…
…
…
一
゛

｀ Ｊ
Ｊ
－
ゝ
‘
’
。

゛
゛
゛
’

゛
’

　
　
　
　
　
　
。
…
…
…
…
…
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
し
゛
゛

ｋ
ｇ

…

…
…
Ｊ
Ｊ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
…
…

ヾ 犬
大
～
Ｘ

ハ
。
一

　
　
　
　
千
ぐ

9 0
　
゛
…
…
…
・
’
・
・
゛
゛
’
ｊ
　

づ
六

゛
　
～
二

　
　
　
　
　
ｙ
｛
士
～
九
二
　
犬
　

｀
… …
…

一
｀Ｎ
”
ヽ
　
　
　
゛
　
　
　
　
　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
　
　
Ｉ
“
Ｘ
　
　
　
″

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
作

　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
肖

～
’
｀
】
…
…
＾
一
　
ｙ

　
　
　
　
　
　
I
　
･
■
　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
ｓ
E

i
'
ｔ
ｉ
Ａ
ｉ
？
'
。
＾

ｙ
　
　
　
　

露
難

Ｅ

鼎

謳
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
翌
日
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
や
っ
て
　
　
　

来
て
、
「
こ
れ
さ
え
や
っ
て
い
れ
１
　
　

ば
塾
に
行
く
必
要
な
な
く
、
必
万

成
績
ひ
上
が
る
」
と
説
明
す
る
の

　
　
　

で
、
＝
軍
分
三
十
五
万
円
で
契
約

　
　
　

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
十
日
後
に
教
材
が
送
ら
れ
て
き

　
　
　

た
が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
二
つ
に
ぎ
一

っ
し
り
と
入
っ
て
お
り
、
そ
の
多
一

さ
に
息
子
は
や
る
気
を
な
く
し
万

し
ま
っ
た
。
ま
た
、
教
科
書
に
沿

っ
た
内
容
に
ひ
な
っ
て
い
な
か
っ
。

た
。
そ
こ
て
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ

フ
を
申
し
入
れ
た
が
、
契
約
か
ら

八
日
以
上
経
過
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
断
ら
れ
た
。
ど
う
し
た
ら

川
目
引
―
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事
例
3
】
資
格
商
法

相
談
内
容

　
職
場
に
突
然
電
話
が
あ
り
、
行

堅
柔
賓
格
取
得
講
座
の
受
講
の

勧
誘
豆
蒔
、
い
ろ
い
ろ
説
明
さ

れ
た
。
受
講
す
る
気
は
な
か
っ
た

の
で
、
断
っ
て
電
話
を
切
ろ
ヶ
と

す
る
が
、
な
か
な
か
切
ら
し
て
く

れ
な
い
。
周
囲
の
人
の
目
も
あ
る

の
で
、
と
ｙ
孚
す
「
分
か
り
ま

し
た
」
と
言
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。

　
そ
の
日
帰
宅
し
て
か
ら
断
り
の

電
話
を
入
れ
た
が
、
既
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
″
１
　
し
た
の
で
解
約

は
で
き
な
い
と
断
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
逆
に
受
講
費
十
八
万
円
夕
♀

急
に
振
見
込
む
よ
う
言
わ
れ
た
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
瓦
ヶ
主
Ａ
・
Ｔ
」

結
果

電
話
で
の
申
し
込
み
で
あ
っ
て
‥

　
　も
契
約
は
成
立
し
乖
乙
、
い
っ

ご誓
約
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
是
、
電
話
で
の
契
約
に
は
ク
ー

朧
ン
グ
ー
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
せ

翼
の
１
十
分
慎
重
に
行
う
こ
と

乱
必
要
で
す
。

一
　
レ
Ｐ
欠
面
の
握
－
は
、
職
場

　
　
に
電
話
を
し
て
、
断
っ
て
い
る
に

明
日
は
我
が
身
か
も

自
分
な
り
に
事
例
の

研
究
を
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＠

　
　
市
民
女
性
テ
ニ
ス
教
室

　
　
▼
と
亭
：
７
月
６
日
～
2
2
日
の

毎
週
火
・
木
曜
、
午
後
７
時
～
９

時
。
６
回
▼
と
こ
ろ
…
黄
栞
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
▼
対
象
・
；
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
初
心
者
の
女
性

　
（
中
学
生
以
上
）
▼
定
員
・
・
・
4
0
人

（
５
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
６
月

2
5
日
面
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
市
民

体
育
課
「
女
性
テ
ニ
ス
教
室
係
」

（
〒

6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
容
内
線
2
6

2
2
）
へ
。
た
だ
し
、
Ｌ
ハ
ー
枚
。

　
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
8
日
側
・
3
0
日

伽
・
７
月
２
日
面
、
午
後
７
時
半

～
９
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西
小
倉
中

学
校
体
育
館
▼
内
容
・
・
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
、

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
▼
持
ち
物
・
・
上

靴
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
市
民
体
育
課

（
公
内
線
2
6
2
2
）
へ
。
参
加
は

無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
重
点
普
及
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
7
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
…
伊
勢
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
内
容
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
ゴ
ル
フ

と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
▼

問
鉱
易
や
：
市
民
体
育
課
（
ａ

内
線
2
6
2
2
）
へ
。
参
加
は
無
料
、

直
接
会
場
へ
。

　
夏
の
料
理
教
室

　
▼
と
き
…
７
月
９
日
倒
、
午
後

１
時
Ｌ
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
▼
講
師
・
：
料
理
研

究
家
・
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
定
員

・
：
先
着
2
4
人
▼
材
料
費
・
・
・
1
4
0

0
円
▼
申
し
込
み
…
同
館
（
豊
4
6
・

０
７
（
Ｘ
）
Ｏ
）
へ
。

　
O
A
講
座

　
い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
後
６
時

半
～
９
時
、
定
員
は
先
着
1
0
人
。

会
場
、
申
し
込
み
先
は
城
南
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
(
a
4
6
・
0

6
8
8
）
。

　
《
パ
ソ
コ
ン
・
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｙ
４
〉
▼

と
き
…
７
月
2
0
日
～
８
月
６
日
の

火
・
金
曜
。
６
回
▼
受
講
料
…
7

8
0
0
円
。

　
〈
ワ
ー
プ
ロ
・
中
級
〉
▼
と
き
・
・
・

７
月
2
6
日
～
８
月
3
0
日
の
月
・
木

曜
。
９
回
▼
受
講
料
…
１
万
1
7

0
0
円
。

手
足
・
耳
の
不
自
由
な
人
の

巡
回
更
生
相
談

　
▼
と
き
’
・
・
６
月
2
8
日
㈲
、
午
後

１
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
：
曼
福

祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
や
再
交
付
に
必
要
な
診

断
、
補
装
具
の
交
付
や
修
理
に
必

要
な
診
断
▼
持
ち
物
・
：
手
帳
の
交

付
・
再
交
付
に
は
印
鑑
と
顔
写
真

（
縦
４
ｔ
Ｘ
横
３
慧
１
枚
、
補
装

具
の
交
付
・
修
理
に
は
印
鑑
（
現

在
補
装
具
を
使
っ
て
い
る
人
は
そ

の
補
装
具
も
）
▼
問
い
合
わ
Ｔ
・

福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
係
（
容
内

線
2
3
0
6
）
へ
。
相
談
は
無
料
。

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
第
十
七
回
宇
治
市
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
七
月
四
日
面
の
午

※
こ
れ
は
、
６
月
初
め
に
実
施
し
た
消
費
生
活
！
一
タ
ー
店
頭
価
額
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
　
比
ｓ
６
　
３
　
５
　
８
　
９
　
０
　
１
　
０
　
８
　
４
　
０
　
８
　
０
　
１
　
５
　
０
　
減

ゝ
分
　
　
況
四
１
　
２
２
　
０
　
４
　
３
　
５
　
１
１
　
８
　
９
　
１
６
　
５
　
３
　
４
　
１
０
　
２
　
１
　
は

【
月
　
　
状
対
▲
　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
▲
　
▲
　
▲
　
▲
　
▲
　
▲
　
▲
　
▲

C
D
　
格
比
％
０
　
０
　
５
　
１
　
４
　
９
　
０
　
９
　
７
　
４
　
４
　
４
　
９
　
１
　
８
　
５

　
　
価
胡
　
　
１
　
０
　
１
０
　
１
　
３
　
　
２
９
　
０
　
０
　
１
０
　
０
　
７
　
２
　
０
　
０

官
　
　
対
　
　
▲
　
Ａ
　
　
　
▲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
　
　
　
▲

侈
　
作
1
2
1
1
0
1
2
1
1
1
5
2
8
2
4
4
0
1
3
0
3
0
4
1
4
6
5
4
5
2
8
6
2
2
7
1
9
2
9
7
5
3
9
2
2
0
5

回
国
・
　
　
｀
’
゛
一
　
プ
　
ル
　
ん
肉
　
ヨ
　
ツ
　
卵
　
油
　
油
　
糖
　
粉
り
そ
ａ
一
一

価
曰
詰
屈
転
居
八
壱
応

　
　
　
　
ガ
テ
　
台
　
ア
　
洗
粉
牛
　
バ
　
キ
　
鶏
　
食
　
し
　
砂
　
小
心
　
み
　
洗
○

　
4
1
1
1
4
；
；
4
4
4
4
4
－
4
1
1
4
1
－
4
4
4
4
4
4
4
4
～
４
Ｉ
ｔ
４
１
－
4
1
1
4
4
4
；
4
4
4
4
4
4
4
1

前
九
時
か
ら
黄
槃
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
障
害
者
団
体
に
所
属
し
て
い

な
く
て
参
加
盈
搦
言
？
ハ
は
、

七
月
一
日
團
ま
で
に
市
民
体
育
課

　
（
酋
内
線
２
６
２
１
、
フ
ァ
ク
ス

2
2
・
3
0
4
0
）
へ
申
し
込
み
か
１

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付

　
現
況
届
の
提
出

　
坦
畢
当
・
特
例
給
付
を
受
け

て
い
る
人
は
、
公
務
員
怠
苔
、

毎
笙
八
月
中
に
「
現
況
届
」
を
福

祉
総
務
課
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
五
月
中
に

　
「
現
況
届
」
の
用
紙
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
尤
〈
月
中
に

提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
こ
の
届
け

を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
六
月
分
以

降
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
福
祉
総
務
課
母
子
児

音
福
祉
係
（
容
内
線
2
3
0
7
）

へ
隠
い
合
わ
せ
欠

　
府
政
を
見
る
会

　
▼
と
き
…
７
月
６
日
㈹
、
午
前

８
時
～
午
後
４
時
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
の
人
。
た
だ
し
子
供
同
伴
は

ご
遠
慮
を
▼
見
学
先
・
・
・
堂
本
印
象

美
術
館
、
府
議
会
傍
聴
（
予
定
）
▼

定
員
・
・
・
3
0
人
（
５
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
６
月
2
3

日
團
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会

（
a
2
0
・
8
7
9
8
）
へ
電
話
で
。

参
加
は
無
料
（
昼
食
あ
り
）
。

　
府
警
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

　
▼
と
き
・
：
７
月
2
4
日
出
、
午
後

２
時
半
ト
４
時
半
▼
と
こ
ろ
…
文

化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
客
演
・
・
・

府
警
カ
ー
フ
ー
ガ
・
Ｉ
・
ド
隊
、
宇
治
市

民
混
声
合
唱
団
、
宇
治
市
少
年
少

女
合
唱
団
▼
問
忿
Ｂ
ｔ
・
・
・
府
警

本
部
広
報
課
（
豊
０
７
５
・
４
５

１
・
9
1
1
1
）
へ
。
入
場
は
無
料

で
す
が
、
整
理
券
（
府
内
各
警
祭

署
に
あ
り
車
乙
が
必
要
で
す
。

望ぎ生
ま
Ｊ鸞匹ッ

ぞ
乙Ｊ

宇治市スポーツ少年団名簿
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４
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０
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４
　
５
　
２
　
４
　
　
５
　
８
　
２
　
１
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１
　
０
　
６
　
９
　
０

　
｀
　
７
　
３
　
１
’
４
　
０
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０
　
９
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７
　
９
　
１
　
４
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５
　
２

　
番
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０
　
９
　
６
　
２
　
６
　
１
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０
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０
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０
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１
　
１
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７
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０
　
　
６
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０
　
８
　
７
　
５
　
２
　
２

‘
話
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
９
１
　
　
Ｉ
　
　
一
　
’
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一

　
　
２
　
１
　
４
　
３
　
３
　
２
　
２
　
３
　
２
　
０
７
３
　
３
　
３
　
３
、
０
　
１
　
４
　
２
　
２
（
／
）

　
電
　
３
　
２
　
４
　
４
　
２
　
３
　
２
　
２
　
２
　
ぐ
６
　
４
　
２
　
４
　
２
　
３
　
４
　
２
　
３
　
つ
｀
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所
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匹
　
　
J
6
　
　
1
4
7
n
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i
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I
T
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I

-
H
4
　
1
2
　
ヨ
6
9
　
円
心
9
　
7

　
　
2
4
オ
　
　
　
浅
　
　
　
9
8
　
C
O
　
　
　
尾
　
べ
9
1
4
0
林
　
回
　
椋
　
田
　
3
9
　
尻
原
宅
4
5
　
1
0

　
　
畑
ジ
4
1
　
中
　
　
　
浦
　
8
5
　
2
8
　
根
　
2
1
下
棟
若
　
丁
　
且
　
遊
　
山
　
井
川
住
角
　
池

　
　
山
夕
番
　
新
　
田
　
南
　
山
　
森
　
小
　
塚
所
1
5
町
　
３
　
町
　
町
　
蔵
　
町
中
倉
福
　
蓮

　
住
北
ス
壱
　
町
　
4
7
　
町
　
南
　
若
　
町
　
石
四
皿
田
　
町
　
保
　
田
　
御
　
田
町
小
庄
　
町

　
　
幡
井
治
　
Ｈ
　
町
　
倉
　
幡
’
治
　
野
　
明
見
所
勢
　
星
　
久
　
勢
　
幡
　
勢
島
治
ヶ
　
倉

　
　
木
堀
宇
　
伊
　
開
　
小
　
本
　
宇
　
広
　
神
伏
納
伊
　
明
　
大
　
伊
　
木
　
伊
槙
宇
五
　
小

　
　
子
　
寿
　
朝
　
行
　
男
　
巧
　
彦
　
志
　
男
　
迪
　
一
　
也
　
美
　
好
　
澄
　
一
　
・
弘
　
、
彦
　
清

　
七
　
洋
　
　
　
清
　
伸
　
輝
　
幸
　
雅
　
隆
　
光
　
　
　
惣
　
征
　
明
　
延
　
玄
　
賢
　
信
　
守
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ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
ｔ
　
井
　
見
　
原
　
木
　
村
　
田
　
田
　
藤
　
谷
　
崎
　
’
田
　
武
・
田
　
光
　
松
　
石
　
本
　
　
　
谷

　
ｆ
　
堀
　
北
　
本
　
荒
　
北
　
村
　
平
　
武
　
古
　
大
　
福
　
百
　
上
　
倉
　
小
　
大
　
井
　
峙
　
長

　
名
ク
幡
サ
ズ
ツ
　
ズ
　
球
屋
　
ル
ク
ア
明
　
ス
　
ズ
　
ッ
保
　
8
0
　
山
　
島
　
ル
　
ズ
球

　
扇
殼
竺
ふ
頴
　
外
娑
　
　
ま
言
言
之
ミ
コ
レ
エ

　
単
り
木
リ
】
　
宇
神
シ
西
少
岡
宇
コ
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が
神
　
サ
伊
回
ニ
パ
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西
’
御
　
北
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口
南
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煕
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ソ
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９
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８
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５
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詣
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ヨ
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Ｅ
い

1
6
1
E
　
雪
作
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勢
　
一
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道
野
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札
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男
枝
喜
滋
一
子
子

　
七
光
心
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文
　
吉
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喜
教
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好
　
繁
　
四
幹
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作
嶋
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尾
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藤
　
藤
　
泉
峰
村
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本
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’
ｆ
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